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(57)【要約】
【課題】外装体の内部と外部と間の通気のための機能を
、簡易な構造または製造工程で実現できる蓄電装置を提
供する。
【解決手段】それぞれが外部と連通する第一開口部８１
及び第二開口部８２を有する外装体１０を備える蓄電装
置１であって、第一開口部８１を覆い、防水性及び通気
性を有する第一部材９１と、第二開口部８２を覆い、外
装体１０の内部の圧力が所定の圧力を超えた場合に、内
部の圧力を開放する第二部材９２とを備える。
【選択図】図５



(2) JP 2017-152162 A 2017.8.31

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それぞれが外部と連通する第一開口部及び第二開口部を有する外装体を備える蓄電装置
であって、
　前記第一開口部を覆い、防水性及び通気性を有する第一部材と、
　前記第二開口部を覆い、前記外装体の内部の圧力が所定の圧力を超えた場合に、前記内
部の圧力を開放する第二部材と
　を備える蓄電装置。
【請求項２】
　前記外装体には、前記第一開口部及び前記第二開口部の少なくとも一方と、前記外部に
連通する貫通孔とが配置された通気室が設けられており、
　前記第一開口部及び前記第二開口部の前記少なくとも一方は、前記貫通孔を介して前記
外部と連通する位置に配置されており、
　前記第一開口部の軸線の方向を、第一軸方向とし、
　前記第二開口部の軸線の方向を、第二軸方向とし、
　前記貫通孔の軸線の方向を、第三軸方向とした場合、
　前記通気室に配置された、前記第一開口部及び前記第二開口部の前記少なくとも一方の
軸線の方向である、前記第一軸方向及び前記第二軸方向の少なくとも一方は、前記第三軸
方向と交差する
　請求項１記載の蓄電装置。
【請求項３】
　前記外装体には、前記第一開口部及び前記第二開口部の少なくとも一方と、前記外部に
連通する貫通孔とが配置された通気室が設けられており、
　前記第一開口部及び前記第二開口部の前記少なくとも一方は、前記貫通孔を介して前記
外部と連通する位置に配置されており、
　前記第一開口部の軸線を、第一軸線とし、
　前記第二開口部の軸線を、第二軸線とし、
　前記貫通孔の軸線を、第三軸線とした場合、
　前記通気室に配置された、前記第一開口部及び前記第二開口部の前記少なくとも一方の
軸線である、前記第一軸線及び前記第二軸線の少なくとも一方は、前記第三軸線と平行で
ある
　請求項１記載の蓄電装置。
【請求項４】
　前記通気室の底面の少なくとも一部は、前記貫通孔側が低くなるように高低差を有して
いる
　請求項２または３に記載の蓄電装置。
【請求項５】
　前記通気室は、
　前記第一開口部及び前記第二開口部の少なくとも一方が配置された第一通気室と、
　前記貫通孔が配置された第二通気室とを有する
　請求項２～４のいずれか１項に記載の蓄電装置。
【請求項６】
　前記外装体はさらに、前記貫通孔の外側に配置され、前記貫通孔と連通する通気管を有
する
　請求項２～５のいずれか１項に記載の蓄電装置。
【請求項７】
　前記通気室は、前記第一開口部及び前記第二開口部の両方を有し、
　前記通気室において、前記第一部材は、前記第二部材よりも、前記貫通孔から遠い位置
に配置されている
　請求項２～６のいずれか１項に記載の蓄電装置。
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【請求項８】
　前記通気室は、前記第一開口部及び前記第二開口部の両方を有し、かつ、前記外装体の
底面よりも上方に位置しており、
　前記通気室において、前記第一部材は、前記第二部材よりも上方に位置している
　請求項２～７のいずれか１項に記載の蓄電装置。
【請求項９】
　前記第一部材は、シート状であり、前記第一開口部の周縁と接合されており、
　前記第二部材は、シート状であり、前記第二開口部の周縁と接合されている
　請求項１～８のいずれか１項に記載の蓄電装置。
【請求項１０】
　前記第二部材は、
　前記第二開口部の周縁と接合された開放弁部と、
　前記開放弁部と接続され、前記周縁の外側の部分に固定された固定部とを有する
　請求項１～９のいずれか１項に記載の蓄電装置。
【請求項１１】
　前記第二部材の、前記第二開口部への取付強度は、前記第一部材の前記第一開口部への
取付強度よりも低い
　請求項１～１０のいずれか１項に記載の蓄電装置。
【請求項１２】
　蓋及び容器を有する外装体を備える蓄電装置であって、
　前記蓋は、
　前記容器の開口を覆う下蓋と、
　前記下蓋上に設けられる上蓋と、
　前記下蓋及び前記上蓋を接続する側壁とを有し、
　前記下蓋、前記上蓋、及び前記側壁により通気室が形成されており、
　前記側壁には、外部と前記通気室とを連通する貫通孔が形成されており、
　前記下蓋は、
　前記容器内の空間と前記通気室とを連通する第一開口部及び第二開口部と、
　前記第一開口部を覆い、防水性及び通気性を有する第一部材と、
　前記第二開口部を覆い、前記外装体の内部の圧力が所定の圧力を超えた場合に、前記内
部の圧力を開放する第二部材と、を有する
　蓄電装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、外装体を備える蓄電装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　外装体と、外装体の内部に収容された蓄電素子とを備える蓄電装置において、蓄電素子
が備える安全弁などからの排気を外装体の外部に放出するための構成が知られている。
【０００３】
　例えば、特許文献１に記載の蓄電装置が備える外装体は、外装体の内部空間と外部空間
とを連通している開口部を有し、開口部は、機能膜および防水膜が併設されることにより
、塞がれている。これにより、連通部から外装体の内部への水の侵入を防止でき、かつ、
外装体にかかるストレスを軽減しつつ、異常時に発生したガスを連通部から排出できる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１５－０５６３２４号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記従来の技術における蓄電装置では、例えば、外装体の開口部において横並びで配置
される２つの膜の間に隙間を生じさせない必要があるため、外装体の構造または製造工程
が複雑化する可能性がある。
【０００６】
　本発明は、上記従来の課題を考慮し、外装体の内部と外部との間の通気のための機能を
、簡易な構造または製造工程で実現できる蓄電装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明の一態様に係る蓄電装置は、それぞれが外部と連通
する第一開口部及び第二開口部を有する外装体を備える蓄電装置であって、前記第一開口
部を覆い、防水性及び通気性を有する第一部材と、前記第二開口部を覆い、前記外装体の
内部の圧力が所定の圧力を超えた場合に、前記内部の圧力を開放する第二部材とを備える
。
【０００８】
　また、本発明の一態様に係る蓄電装置は、蓋及び容器を有する外装体を備える蓄電装置
であって、前記蓋は、前記容器の開口を覆う下蓋と、前記下蓋上に設けられる上蓋と、前
記下蓋及び前記上蓋を接続する側壁とを有し、前記下蓋、前記上蓋、及び前記側壁により
通気室が形成されており、前記側壁には、外部と前記通気室とを連通する貫通孔が形成さ
れており、前記下蓋は、前記容器内の空間と前記通気室とを連通する第一開口部及び第二
開口部と、前記第一開口部を覆い、防水性及び通気性を有する第一部材と、前記第二開口
部を覆い、前記外装体の内部の圧力が所定の圧力を超えた場合に、前記内部の圧力を開放
する第二部材と、を有するとしてもよい。
【０００９】
　上記それぞれの構成によれば、外装体が有する２つの開口部のそれぞれに、互いに機能
が異なる部材が配置される。これにより、２つの開口部に互いに異なる機能（例えば、通
常時の圧力平衡機能、及び、非常時（緊急時）の排気機能）を持たせることができる。つ
まり、比較的に簡易な構造または製造工程によって、それぞれの開口部に互いに異なる機
能を持たせることができる。
【００１０】
　従って、本態様の蓄電装置は、外装体の内部と外部との間の通気のための機能を、簡易
な構造または製造工程で実現できる蓄電装置である。
【００１１】
　また、本発明の一態様に係る蓄電装置において、前記外装体には、前記第一開口部及び
前記第二開口部の少なくとも一方と、前記外部に連通する貫通孔とが配置された通気室が
設けられており、前記第一開口部及び前記第二開口部の前記少なくとも一方は、前記貫通
孔を介して前記外部と連通する位置に配置されており、前記第一開口部の軸線の方向を、
第一軸方向とし、前記第二開口部の軸線の方向を、第二軸方向とし、前記貫通孔の軸線の
方向を、第三軸方向とした場合、前記通気室に配置された、前記第一開口部及び前記第二
開口部の前記少なくとも一方の軸線の方向である、前記第一軸方向及び前記第二軸方向の
少なくとも一方は、前記第三軸方向と交差するとしてもよい。
【００１２】
　この構成によれば、開口部から通気室に流入した気体は、通気室が有する貫通孔を介し
て外装体の外部に排出される。また、この貫通孔から仮に速い速度で水が流入した場合で
あっても、貫通孔の軸線方向と、通気室に配置された開口部の軸線方向とが交差するため
、構造上、当該開口部に、当該開口部の軸方向から水が向かってくる可能性が低減される
。その結果、外装体の内部への、当該開口部を介した水の浸入の可能性が低減される。
【００１３】
　また、本発明の一態様に係る蓄電装置において、前記外装体には、前記第一開口部及び
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前記第二開口部の少なくとも一方と、前記外部に連通する貫通孔とが配置された通気室が
設けられており、前記第一開口部及び前記第二開口部の前記少なくとも一方は、前記貫通
孔を介して前記外部と連通する位置に配置されており、前記第一開口部の軸線を、第一軸
線とし、前記第二開口部の軸線を、第二軸線とし、前記貫通孔の軸線を、第三軸線とした
場合、前記通気室に配置された、前記第一開口部及び前記第二開口部の前記少なくとも一
方の軸線である、前記第一軸線及び前記第二軸線の少なくとも一方は、前記第三軸線と平
行であるとしてもよい。
【００１４】
　この構成によれば、開口部から通気室に流入した気体は、通気室が有する貫通孔を介し
て外装体の外部に排出される。また、この貫通孔から仮に速い速度で水が流入した場合で
あっても、貫通孔の軸線と開口部の軸線とが平行である（３次元空間で重なっていない）
ため、構造上、当該開口部に、当該開口部の軸方向から水が向かってくる可能性が低減さ
れる。その結果、外装体の内部への、当該開口部を介した水の浸入の可能性が低減される
。
【００１５】
　また、本発明の一態様に係る蓄電装置において、前記通気室の底面の少なくとも一部は
、前記貫通孔側が低くなるように高低差を有しているとしてもよい。
【００１６】
　この構成によれば、例えば、通気室に流入した水の、貫通孔からの排出（通気室からの
排水）がより効率よく行われる。
【００１７】
　また、本発明の一態様に係る蓄電装置において、前記通気室は、前記第一開口部及び前
記第二開口部の少なくとも一方が配置された第一通気室と、前記貫通孔が配置された第二
通気室とを有するとしてもよい。
【００１８】
　この構成によれば、通気室において、貫通孔と、第一開口部及び第二開口部の少なくと
も一方とが、互いに異なる部屋に配置されている。これにより、第一開口部及び第二開口
部の当該少なくとも一方への、貫通孔から流入した水の到達可能性が低減される。つまり
、第一開口部または第二開口部を介した、外装体の内部への水の浸入の可能性が低減され
る。
【００１９】
　また、本発明の一態様に係る蓄電装置において、前記外装体はさらに、前記貫通孔の外
側に配置され、前記貫通孔と連通する通気管を有するとしてもよい。
【００２０】
　この構成によれば、外装体からの排気の方向が通気管の軸方向に規制されるため、例え
ば、蓄電装置が搭載される機械または装置等についての、排気の処理を考慮した設計が容
易となる。
【００２１】
　また、本発明の一態様に係る蓄電装置において、前記通気室は、前記第一開口部及び前
記第二開口部の両方を有し、前記通気室において、前記第一部材は、前記第二部材よりも
、前記貫通孔から遠い位置に配置されているとしてもよい。
【００２２】
　この構成によれば、例えば、貫通孔を介して外部から通気室に流入した水が、第一部材
に到達し難くなる。その結果、第一開口部から、外装体の内部への水の浸入の可能性が低
減される。具体的には、例えば、第一部材が水につかることによる、第一部材を介した水
漏れ等の発生の可能性が低減される。
【００２３】
　また、本発明の一態様に係る蓄電装置において、前記通気室は、前記第一開口部及び前
記第二開口部の両方を有し、かつ、前記外装体の底面よりも上方に位置しており、前記通
気室において、前記第一部材は、前記第二部材よりも上方に位置しているとしてもよい。
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【００２４】
　この構成によれば、蓄電装置の一般的な使用時の姿勢において、第二部材よりも通気性
が高い第一部材は、比較的に高い位置に存在する。そのため、例えば通気室に外部の水が
流入した場合であっても、第一部材が水につかることによる、第一部材を介した水漏れ等
の発生の可能性が低減される。
【００２５】
　また、本発明の一態様に係る蓄電装置において、前記第一部材は、シート状であり、前
記第一開口部の周縁と接合されており、前記第二部材は、シート状であり、前記第二開口
部の周縁と接合されているとしてもよい。
【００２６】
　この構成によれば、第一部材及び第二部材のそれぞれを、比較的に容易に配置すること
ができる。
【００２７】
　また、本発明の一態様に係る蓄電装置において、前記第二部材は、前記第二開口部の周
縁と接合された開放弁部と、前記開放弁部と接続され、前記周縁の外側の部分に固定され
た固定部とを有するとしてもよい。
【００２８】
　この構成によれば、例えば外装体の内圧の急激な上昇により、開放弁部が、第二開口部
を開放するようにはがれた場合であっても、第二部材は、固定部によっての所定の位置に
とどめられる。これにより、第二部材が、例えば、外装体の内部から外部への気体の放出
の妨げとなる可能性が低減される。
【００２９】
　また、本発明の一態様に係る蓄電装置において、前記第二部材の、前記第二開口部への
取付強度は、前記第一部材の前記第一開口部への取付強度よりも低いとしてもよい。
【００３０】
　この構成によれば、第二部材は、取付強度が低いため外れやすい。そのため、例えば、
急激に外装体の内圧が増大した場合において、当該内圧を開放する機能を有する第二部材
の実効性が向上する。
【００３１】
　なお、本発明は、このような蓄電装置として実現することができるだけでなく、上記い
ずれかの態様に係る蓄電装置が備える外装体としても実現することができる。
【発明の効果】
【００３２】
　本発明における蓄電装置によれば、外装体の内部と外部との間の通気のための機能を、
簡易な構造または製造工程で実現できる。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】実施の形態に係る蓄電装置の外観を示す斜視図である。
【図２】実施の形態に係る蓄電装置を分解した場合の各構成要素を示す分解斜視図である
。
【図３】実施の形態に係る蓄電ユニットを分解した場合の各構成要素を示す分解斜視図で
ある。
【図４】実施の形態に係る外装体の構成概要を示す分解斜視図である。
【図５】実施の形態に係る外装体が有する通気室の構成概要を示す部分拡大斜視図である
。
【図６】図５に対応する平面図である。
【図７】実施の形態に係る通気室の内部構造を示す第１の断面斜視図である。
【図８】実施の形態に係る通気室の内部構造を示す第２の断面斜視図である。
【図９】実施の形態の変形例１に係る蓄電装置の通気構造の概要を示す断面図である。
【図１０】実施の形態の変形例２に係る蓄電装置の通気構造の概要を示す断面図である。
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【図１１】実施の形態の変形例３に係る蓄電装置の通気構造の概要を示す断面図である。
【図１２】実施の形態の変形例４に係る蓄電装置の通気構造の概要を示す断面図である。
【図１３】実施の形態の変形例５に係る蓄電装置の通気構造の概要を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　以下、図面を参照しながら、本発明の実施の形態に係る蓄電装置について説明する。な
お、以下で説明する実施の形態及び変形例は、いずれも本発明の一具体例を示すものであ
る。以下の実施の形態で示される数値、形状、材料、構成要素、構成要素の配置位置及び
接続形態、製造方法における各工程、各工程の順序などは、一例であり、本発明を限定す
る主旨ではない。また、以下の実施の形態及び変形例における構成要素のうち、最上位概
念を示す独立請求項に記載されていない構成要素については、任意の構成要素として説明
される。
【００３５】
　また、添付の図面における各図は、模式的な図であり、必ずしも厳密に図示されたもの
でない。さらに、各図において、同一または同様な構成要素については同じ符号を付して
いる。また、以下の実施の形態の説明において、略半分、略水平のような「略」を伴った
表現が、用いられる場合がある。例えば、略水平とは、完全に水平であることを意味する
だけでなく、実質的に水平である、すなわち、例えば数％程度の差異を含むことも意味す
る。他の「略」を伴った表現についても同様である。
【００３６】
　（実施の形態）
　まず、実施の形態に係る蓄電装置１の構成について、説明する。
【００３７】
　図１は、実施の形態に係る蓄電装置１の外観を示す斜視図である。図２は、実施の形態
に係る蓄電装置１を分解した場合の各構成要素を示す分解斜視図である。
【００３８】
　なお、これらの図では、Ｚ軸方向を上下方向として示しており、以下ではＺ軸方向を上
下方向として説明するが、使用態様によってはＺ軸方向が上下方向にならない場合も考え
られるため、Ｚ軸方向は上下方向となることには限定されない。以下の図においても、同
様である。
【００３９】
　蓄電装置１は、外部からの電気を充電し、また外部へ電気を放電することができる装置
である。例えば、蓄電装置１は、電力貯蔵用途や電源用途などに使用される電池モジュー
ルである。具体的には、蓄電装置１は、例えば自動車、自動二輪車、ウォータークラフト
、スノーモービル、農業機械、建設機械などの移動体のエンジン始動用バッテリーとして
用いられる。また、蓄電装置１は、単独（単体）で外部負荷に給電可能、または、単独（
単体）で外部電源から充電可能なものである。つまり、電気自動車やプラグインハイブリ
ッド電気自動車などの動力用電源として複数の電池モジュール（蓄電装置）を接続してケ
ースに収容し電池パックとする構成もあるが、本実施の形態における蓄電装置１は、この
ような構成とは異なるものである。なお、外部負荷または外部電源に応じて、複数の蓄電
装置１を電気的に連結して電池パックを構成することにしてもよい。
【００４０】
　本実施の形態に係る蓄電装置１は、図１及び図２に示すように、蓋１１と容器１２と有
する外装体１０、外装体１０内方に収容される蓄電ユニット２０、保持部材３０、及び、
バスバー４１、４２等を備えている。
【００４１】
　外装体１０は、蓄電装置１の外装体を構成する矩形状（箱状）の構造物である。つまり
、外装体１０は、蓄電ユニット２０、保持部材３０、及びバスバー４１、４２の外方に配
置され、この蓄電ユニット２０等を所定の位置に配置し、蓄電ユニット２０等を衝撃など
から保護する。また、外装体１０は、例えばポリカーボネート（ＰＣ）、ポリプロピレン
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（ＰＰ）、ポリエチレン（ＰＥ）、ポリフェニレンサルファイド樹脂（ＰＰＳ）、ポリブ
チレンテレフタレート（ＰＢＴ）またはＡＢＳ樹脂等の絶縁性の樹脂材料により構成され
ている。外装体１０は、これにより、蓄電ユニット２０等が外部の金属部材などに接触す
ることを回避する。
【００４２】
　外装体１０が有する蓋１１は、容器１２の開口１２ａを閉塞する扁平な矩形状のカバー
部材であり、正極外部端子１３と負極外部端子１４とが設けられている。蓄電装置１は、
この正極外部端子１３と負極外部端子１４とを介して、外部からの電気を充電し、また外
部へ電気を放電する。また、容器１２は、開口が形成された有底矩形筒状のハウジングで
あり、蓄電ユニット２０、保持部材３０、及びバスバー４１、４２等を収容する。
【００４３】
　なお、蓋１１と容器１２とは、同じ材質の部材で形成されていてもよいし、異なる材質
の部材で形成されていてもかまわない。また、蓋１１の内方には、回路基板やリレーなど
の電気機器が配置されているが、当該電気機器の図示及び説明は省略する。
【００４４】
　ここで、本実施の形態に係る外装体１０は、内部と外部との間の気体の移動を許容し、
かつ、外部から内部への水の流入を防止するための構造を有している。つまり、外装体１
０は、外装体１０の内部と外部とを連通する構造を有している。これにより、外装体１０
の内部の気体を、外装体１０の外部に排出することができる。また、外装体１０の外部の
気体を、外装体１０の内部に取り込むことができる。この通気のための構造については、
図４～図８を用いて後述する。
【００４５】
　蓄電ユニット２０は、複数の蓄電素子１００（本実施の形態では、１２個の蓄電素子１
００）と複数のバスバー２００とを有しており、蓋１１に設けられた正極外部端子１３と
負極外部端子１４とに電気的に接続される。つまり、複数の蓄電素子１００のうちのいず
れかの蓄電素子１００の正極端子が、バスバー２００を介して、正極外部端子１３と電気
的に接続される。また、複数の蓄電素子１００のうちのいずれかの蓄電素子１００の負極
端子が、バスバー２００を介して、負極外部端子１４と電気的に接続される。
【００４６】
　また、蓄電ユニット２０は、複数の蓄電素子１００が縦置きになった状態でＸ軸方向に
並べられて、容器１２内に配置される。そして、蓄電ユニット２０は、上方から蓋１１が
被せられて、外装体１０の内方に収容される。なお、蓄電ユニット２０の詳細な構成の説
明については、後述する。
【００４７】
　保持部材３０は、バスバー４１、４２、並びに、その他リレーなどの電装部品及び配線
類等（図示せず）を保持し、当該バスバー４１、４２等と他の部材との絶縁、及び、当該
バスバー４１、４２等の位置規制を行うことができる電装品トレーである。特に、保持部
材３０は、バスバー４１、４２を、蓄電ユニット２０内のバスバー２００、正極外部端子
１３及び負極外部端子１４に対して位置決めする。
【００４８】
　具体的には、保持部材３０は、蓄電ユニット２０の上方（Ｚ軸方向プラス側）に載置さ
れ、蓄電ユニット２０に対して位置決めされる。また、保持部材３０上に、バスバー４１
、４２が載置されて位置決めされる。また、保持部材３０上に、蓋１１が配置される。こ
れにより、バスバー４１、４２は、蓄電ユニット２０内のバスバー２００と、蓋１１に設
けられた正極外部端子１３及び負極外部端子１４とに対して位置決めされる。
【００４９】
　なお、保持部材３０は、例えばＰＣ、ＰＰ、ＰＥ、ＰＰＳ、ＰＢＴまたはＡＢＳ樹脂等
の絶縁性の樹脂材料により形成されているが、絶縁性を有する部材であればどのような材
質で形成されていてもかまわない。
【００５０】
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　バスバー４１、４２は、蓄電ユニット２０内のバスバー２００と、蓋１１に設けられた
正極外部端子１３及び負極外部端子１４とを電気的に接続する。つまり、バスバー４１は
、蓄電ユニット２０内の一端に配置されたバスバー２００と正極外部端子１３とを電気的
に接続する導電性の部材である。バスバー４２は、蓄電ユニット２０内の他端に配置され
たバスバー２００と負極外部端子１４とを電気的に接続する導電性の部材である。
【００５１】
　なお、バスバー４１、４２は、導電性の部材として、例えば銅で形成されているが、バ
スバー４１、４２の材質は特に限定されない。また、バスバー４１、４２は、同じ材質の
部材で形成されていてもよいし、異なる材質の部材で形成されていてもかまわない。
【００５２】
　次に、蓄電ユニット２０の構成について、詳細に説明する。
【００５３】
　図３は、実施の形態に係る蓄電ユニット２０を分解した場合の各構成要素を示す分解斜
視図である。
【００５４】
　同図に示すように、蓄電ユニット２０は、複数の蓄電素子１００と、複数のバスバー２
００と、複数のスペーサ３００と、一対の挟持部材４００と、複数の拘束部材５００と、
バスバーフレーム６００と、遮熱プレート７００とを備えている。
【００５５】
　蓄電素子１００は、電気を充電し、また、電気を放電することのできる二次電池（単電
池）であり、より具体的には、リチウムイオン二次電池などの非水電解質二次電池である
。蓄電素子１００は、扁平な矩形状を有しており、スペーサ３００に隣接して配置されて
いる。つまり、複数の蓄電素子１００のそれぞれが、複数のスペーサ３００のそれぞれと
交互に配置され、Ｘ軸方向に並べられている。本実施の形態では、１２個の蓄電素子１０
０が１１個のスペーサ３００と交互に隣接して配置されている。なお、蓄電素子１００は
、非水電解質二次電池には限定されず、非水電解質二次電池以外の二次電池であってもよ
いし、キャパシタであってもよい。
【００５６】
　また、同図に示すように、蓄電素子１００は、ケース１１０、正極端子１２０及び負極
端子１３０を備えている。なお、ケース１１０内方には、電極体（発電要素）及び集電体
（正極集電体及び負極集電体）等が配置され、また、電解液（非水電解質）などが封入さ
れているが、詳細な説明は省略する。
【００５７】
　ケース１１０は、金属からなる矩形筒状で底を備えるケース本体と、当該容器本体の開
口を閉塞する金属製の蓋板とで構成されている。また、ケース１１０は、電極体等を内部
に収容後、蓋板と容器本体とが溶接等されることにより、内部を密封する構造を有してい
る。このように、ケース１１０は、同図のＺ軸方向プラス側に蓋板、Ｘ軸方向両側の側面
に長側面、Ｙ軸方向両側の側面に短側面、Ｚ軸方向マイナス側に底面を有する直方体形状
の容器である。なお、ケース１１０の材質は、特に限定されないが、例えばステンレス鋼
、アルミニウム、アルミニウム合金など溶接可能な金属であるのが好ましい。
【００５８】
　また、ケース１１０の蓋板には、安全弁１０５が設けられている。安全弁１０５は、ケ
ース１１０の内圧が上昇した場合に開放し、ケース１１０の内部のガスを放出する安全機
構として、各蓄電素子１００に備えられている。なお、蓄電装置１が備える複数の蓄電素
子１００の全てが安全弁１０５を備えていることには限定されず、少なくとも１つの蓄電
素子１００が安全弁１０５を備えていればよい。
【００５９】
　正極端子１２０は、正極集電体を介して、電極体の正極に電気的に接続された電極端子
であり、負極端子１３０は、負極集電体を介して、電極体の負極に電気的に接続された電
極端子であり、いずれもケース１１０の蓋板に取り付けられている。つまり、正極端子１
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２０及び負極端子１３０は、電極体に蓄えられている電気を蓄電素子１００の外部空間に
導出し、また、電極体に電気を蓄えるために蓄電素子１００の内部空間に電気を導入する
ための金属製の電極端子である。本実施の形態では、蓄電素子１００は、正極端子１２０
及び負極端子１３０を上方に向けた状態で配置されている。
【００６０】
　バスバー２００は、蓄電ユニット２０内の複数の蓄電素子１００のそれぞれと電気的に
接続される導電部材である。つまり、バスバー２００は、複数の蓄電素子１００が有する
それぞれの電極端子と電気的に接続される導電部材であり、当該複数の蓄電素子１００が
有するいずれかの電極端子同士を電気的に接続する。具体的には、バスバー２００は、複
数の蓄電素子１００が有するそれぞれの電極端子の表面上に配置され、当該電極端子に接
続（接合）される。
【００６１】
　本実施の形態では、５枚のバスバー２００が配置されており、１２個の蓄電素子１００
は、当該５枚のバスバー２００によって、並列に接続された３つずつの蓄電素子１００の
組が、４組直列に接続された構成となっている。また、端部に配置されるバスバー２００
は、上述のバスバー４１、４２と接続され、これによって、正極外部端子１３及び負極外
部端子１４と電気的に接続される。
【００６２】
　なお、バスバー２００は、導電性の部材として、例えばアルミニウムで形成されている
が、バスバー２００の材質は特に限定されない。また、バスバー２００は、全てが同じ材
質の部材で形成されていてもよいし、いずれかのバスバーが異なる材質の部材で形成され
ていてもかまわない。また、バスバー２００の数や、並列に接続される蓄電素子１００の
数、直列に接続される蓄電素子１００の組数などは、上記に限定されない。
【００６３】
　スペーサ３００は、蓄電素子１００の側方（Ｘ軸方向プラス側またはマイナス側）に配
置される、当該蓄電素子１００と他の部材とを絶縁する板状部材である。例えば、スペー
サ３００は、ＰＣ、ＰＰ、ＰＥ、ＰＰＳ、ＰＢＴまたはＡＢＳ樹脂等の絶縁性の樹脂によ
り形成されている。つまり、スペーサ３００は、隣り合う２つの蓄電素子１００の間に配
置され、当該２つの蓄電素子１００間を絶縁する。本実施の形態では、１２個の蓄電素子
１００のそれぞれの蓄電素子１００の間に、１１枚のスペーサ３００が配置されている。
なお、スペーサ３００は、絶縁性を有する部材であればどのような材質で形成されていて
もよく、また、全てが同じ材質の部材で形成されていてもよいし、いずれかのスペーサが
異なる材質の部材で形成されていてもかまわない。
【００６４】
　また、スペーサ３００は、蓄電素子１００の正面側または背面側の略半分（Ｘ軸方向に
２つに分けた場合の略半分）を覆うように、形成されている。つまり、スペーサ３００の
正面側または背面側の両面（Ｘ軸方向の両面）には凹部が形成されており、当該凹部に上
記の蓄電素子１００の略半分が挿入される。このような構成により、蓄電素子１００の側
方のスペーサ３００が、蓄電素子１００のほとんどの部分を覆うこととなるので、スペー
サ３００によって、蓄電素子１００と他の導電性部材との間の絶縁性を向上させることが
できている。
【００６５】
　また、スペーサ３００は、上方に突出し、保持部材３０と係合するスペーサ突出部３１
０を有している。これにより、保持部材３０が上方へ移動しようとしても、スペーサ３０
０のスペーサ突出部３１０によって、保持部材３０の上方への移動が抑制される。
【００６６】
　挟持部材４００及び拘束部材５００は、蓄電素子１００の電極体の積層方向において、
蓄電素子１００を外方から圧迫する部材である。つまり、挟持部材４００及び拘束部材５
００は、複数の蓄電素子１００を当該積層方向の両側から挟み込むことで、複数の蓄電素
子１００に含まれるそれぞれの蓄電素子１００を両側から圧迫する。なお、蓄電素子１０
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０の電極体の積層方向とは、電極体の正極、負極及びセパレータが積層される方向であり
、複数の蓄電素子１００の並び方向（Ｘ軸方向）と同じ方向である。つまり、複数の蓄電
素子１００は、当該積層方向に配列されている。
【００６７】
　具体的には、挟持部材４００は、複数の蓄電素子１００のＸ軸方向両側に配置された平
板状部材（エンドプレート）であり、複数の蓄電素子１００及び複数のスペーサ３００を
、当該複数の蓄電素子１００及び複数のスペーサ３００の並び方向（Ｘ軸方向）の両側か
ら挟み込んで保持する。挟持部材４００は、強度の観点等から、例えば鋼やステンレス等
の金属製（導電性）の部材で形成されているが、これに限定されず、例えば強度の高い絶
縁性の部材で形成されていてもよい。なお、挟持部材４００が導電性の部材で形成されて
いる場合には、挟持部材４００と蓄電素子１００との間の絶縁性を確保するために、挟持
部材４００と蓄電素子１００との間に、スペーサ３００と同様の絶縁性の部材が配置され
る。
【００６８】
　拘束部材５００は、両端が挟持部材４００に取り付けられて、複数の蓄電素子１００を
拘束する長尺状かつ平板状の部材（拘束バー）である。つまり、拘束部材５００は、当該
複数の蓄電素子１００及び複数のスペーサ３００を跨ぐように配置され、当該複数の蓄電
素子１００及び複数のスペーサ３００に対してこれらの並び方向（Ｘ軸方向）における拘
束力を付与する。
【００６９】
　本実施の形態では、複数の蓄電素子１００の両側方（Ｙ軸方向両側）に２つの拘束部材
５００が配置されており、当該２つの拘束部材５００で当該複数の蓄電素子１００を当該
両側方から挟み込んで拘束する。なお、拘束部材５００は、挟持部材４００と同様に、例
えば鋼やステンレス等の金属製の部材で形成されているのが好ましいが、金属以外の部材
で形成されていてもかまわない。
【００７０】
　バスバーフレーム６００は、バスバー２００と他の部材との絶縁、及び、バスバー２０
０の位置規制を行うことができる部材である。特に、バスバーフレーム６００は、バスバ
ー２００を、蓄電ユニット２０内の複数の蓄電素子１００に対して位置決めする。
【００７１】
　具体的には、バスバーフレーム６００は、複数の蓄電素子１００の上方（Ｚ軸方向プラ
ス側）に載置され、複数の蓄電素子１００に対して位置決めされる。また、バスバーフレ
ーム６００上には、バスバー２００が載置されて位置決めされる。これにより、バスバー
２００は、複数の蓄電素子１００に対して位置決めされ、そして、バスバーフレーム６０
０に形成された貫通孔であるバスバー用開口部６１０を介して、当該複数の蓄電素子１０
０が有するそれぞれの電極端子に接合される。
【００７２】
　なお、バスバーフレーム６００は、例えばＰＣ、ＰＰ、ＰＥ、ＰＰＳ、ＰＢＴまたはＡ
ＢＳ樹脂等の絶縁性の樹脂材料により形成されているが、絶縁性を有する部材であればど
のような材質で形成されていてもかまわない。ただし、本実施の形態においては、バスバ
ーフレーム６００は、保持部材３０を蓄電素子１００に対して固定する機能を確保するた
めに、比較的剛性の高い材質（保持部材３０よりも剛性の高い材質）で形成されているの
が好ましい。
【００７３】
　遮熱プレート７００は、各蓄電素子１００の安全弁１０５の排気の流路の内方に配置さ
れる断熱性を有する板状の部材である。具体的には、遮熱プレート７００は、各蓄電素子
１００の安全弁の上方に位置するように、バスバーフレーム６００の上方に配置される。
本実施の形態では、複数の蓄電素子１００それぞれの安全弁１０５は、Ｘ軸方向に沿う直
線上に並んでおり、遮熱プレート７００は、各安全弁１０５の上方に位置し、かつ、Ｘ軸
方向に長尺状の形状を有している。
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【００７４】
　遮熱プレート７００は、例えば異常時等に蓄電素子１００の安全弁からガスが排出され
た場合に、蓄電ユニット２０の上方に配置される回路基板等の電気機器を当該ガスの熱か
ら保護する。また、外装体１０には、外装体１０の内部と外部とを連通する貫通孔（図５
等を用いて後述）が設けられており、遮熱プレート７００に衝突したガスは、貫通孔から
外装体１０の外部に導かれる。
【００７５】
　なお、遮熱プレート７００は、本実施の形態では、熱伝導性の低いステンレスなどの金
属材料で形成されているが、これに限定されず、耐熱性が高く熱伝導性の低い材料であれ
ばよく、例えばガラス繊維で強化されたＰＰＳやＰＢＴ等の樹脂、あるいはセラミック等
で形成されていてもかまわない。
【００７６】
　以上のように構成された蓄電装置１において、１以上の蓄電素子１００から放出された
ガスを外装体１０の外部に排出するための構造について、図４～図８を用いて説明する。
【００７７】
　図４は、実施の形態に係る外装体１０の構成概要を示す分解斜視図である。具体的には
、図４では、外装体１０を、蓋１１と容器１２とに分離し、さらに、蓋１１を、下蓋１１
ａと上蓋１１ｂとに分離して図示している。また、外装体１０の内部に収容される複数の
蓄電素子１００等の、他の要素の図示は省略されている。
【００７８】
　図５は、実施の形態に係る外装体１０が有する通気室６０の構成概要を示す部分拡大斜
視図であり、図６は、図５に対応する平面図である。なお、図５及び図６では、上蓋１１
ｂの図示は省略されており、かつ、第一部材９１及び第二部材９２は、通気室６０から分
離して図示されている。また、図６では、下蓋１１ａを貫通している領域については、他
の要素と識別しやすいようにドットを付して示している。
【００７９】
　図４～図６に示すように、本実施の形態に係る外装体１０には、外装体１０の内部と外
部とを連通する通気室６０が備えられている。通気室６０は、外部と連通する貫通孔７０
が形成された前壁６３と、前壁６３と対向する位置に配置された奥壁６４と、貫通孔７０
及び奥壁６４の間に配置された第一壁６５と、前壁６３に交差する第一方向に沿って延設
され、第一壁６５との間に隙間６７をあけて配置された側壁６８ｂとを有する。
【００８０】
　なお、本実施の形態では、前壁６３は、Ｙ軸方向に平行な姿勢で配置されており、第一
方向は、Ｘ軸方向と一致する。また、本実施の形態では、例えば図６に示されるように、
隙間６７（図６では太線の点線で表されている）は第一方向に沿って前壁６３から奥壁６
４に渡って形成されている。隙間６７は、流体が通過可能な、全体として直線的な空間で
あり、流体の通路または流体の直進路等と言い換えることができる。
【００８１】
　また、本実施の形態では、図５及び図６に示すように、通気室６０には、Ｘ軸方向に延
設され、かつ、Ｙ軸方向に並ぶ３つの側壁（側壁６８ａ、６８ｂ、６８ｃ）が設けられて
おり、Ｙ軸方向の両端の側壁６８ａ及び６８ｃが、通気室６０のＹ軸方向の両端の壁であ
る。また、底面６９（下蓋１１ａの一部）及び上蓋１１ｂが、通気室６０のＺ軸方向（上
下方向）の壁である。つまり、通気室６０は、側壁６８ａ及び６８ｃ、前壁６３、奥壁６
４、底面６９、及び上蓋１１ｂによって囲まれた、通気のための空間（通気空間）である
。
【００８２】
　なお、前壁６３及び奥壁６４のそれぞれは、通気室６０におけるＸ軸方向の側方の壁（
つまり側壁）である、ということもできる。
【００８３】
　このような構成において、通気室６０には、外装体１０の外部と連通する開口部が設け
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られている。具体的には、通気室６０には、第一開口部８１及び第二開口部８２が設けら
れており、第一開口部８１及び第二開口部８２のそれぞれは、貫通孔７０を介して、外装
体１０の外部と連通する。
【００８４】
　すなわち、本実施の形態に係る蓄電装置１は、それぞれが外部と連通する第一開口部８
１及び第二開口部８２を有する外装体１０を備えている。蓄電装置１はさらに、第一開口
部を覆い、防水性及び通気性を有する第一部材９１と、第二開口部８２を覆い、外装体１
０の内部の圧力が所定の圧力を超えた場合に、当該内部の圧力を開放する第二部材９２と
を備えている。
【００８５】
　また、蓄電装置１は、以下のように表現することもできる。蓋１１及び容器１２を有す
る外装体１０を備える蓄電装置１であって、蓋１１は、容器１２の開口１２ａを覆う下蓋
１１ａと、下蓋１１ａ上に設けられる上蓋１１ｂと、下蓋１１ａ及び上蓋１１ｂを接続す
る側壁６８ａ等の側壁とを有する。下蓋１１ａ、上蓋１１ｂ、及び側壁６８ａ等の側壁に
より通気室６０が形成されており、１つの側壁には、外部と通気室６０とを連通する貫通
孔７０が形成されている。下蓋１１ａは、容器１２内の空間と６０通気室６０とを連通す
る第一開口部８１及び第二開口部８２と、第一開口部８１を覆い、防水性及び通気性を有
する第一部材９１と、第二開口部８２を覆い、外装体１０の内部の圧力が所定の圧力を超
えた場合に、当該内部の圧力を開放する第二部材９２と、を有する。
【００８６】
　このように、外装体１０が、２つの開口部（第一開口部８１及び第二開口部８２）を有
し、かつ、それぞれの開口部に、互いに機能が異なる部材（第一部材９１及び第二部材９
２）を配置することで、それぞれの開口部に互いに異なる機能を持たせることができる。
本実施の形態では、簡単に言うと、第一開口部８１により、通常時における外装体１０か
らのガス抜きがなされ、第二開口部８２により、非常時（緊急時）における外装体１０か
らのガス抜きがなされる。また、第一開口部８１は、外装体１０の内部から外部への排気
だけでなく、外装体１０の外部から内部への気体の取り込み（吸気）のための開口部とし
ても機能する。つまり、第一開口部８１は、通常時において外装体１０の内外の圧力差を
低減する機能（圧力平衡機能）を有する。
【００８７】
　また、１つの開口部に、互いに異なる機能を持つ２つの部材を並べて配置する場合、例
えば、２つの部材間に隙間を生じさせないために、構造または製造工程が複雑化する可能
性がある。しかしながら、本実施の形態では、第一開口部８１及び第二開口部８２のそれ
ぞれに、各々を塞ぐ部材を配置するため、上記の通常時のガス抜き機能、圧力平衡機能、
及び非常時（緊急時）のガス抜き機能（内圧制御機能）が、比較的に簡易な構造または製
造工程で、蓄電装置１に備えられる。
【００８８】
　具体的には、本実施の形態において、第一部材９１は、シート状の部材であり、より詳
細には、気体を通過させ、かつ、液体を通過させない機能を有する膜（通気防水膜）であ
る。第一部材９１は、例えばゴアテックス（Ｇｏｒｅ－Ｔｅｘ）（登録商標）、ＴＥＭＩ
ＳＨ（登録商標）などの防水性および通気性（透湿性）を有する防水透湿性素材からなる
膜である。
【００８９】
　また、本実施の形態において、第二部材９２は、シート状の部材であり、より詳細には
、気体および液体を通過させない機能を有する膜である。第二部材９２は、外装体１０の
内部の圧力が所定の圧力を超えた場合に、当該圧力を開放する（減圧する）部材である。
第二部材９２の素材としては、例えば樹脂製のフィルム、金属箔などが採用される。
【００９０】
　なお、シート状の第一部材９１は、第一開口部８１の周縁と接合されており、シート状
の第二部材９２は、第二開口部８２の周縁と接合されている。この接合には、例えば接着
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剤、粘着剤、両面粘着テープ等を用いることができる。また、この接合が溶着によって行
われてもよい。従って、第一部材９１及び第二部材９２のそれぞれを、比較的に容易に配
置することができる。
【００９１】
　このように、本実施の形態に係る蓄電装置１では、通常時における外装体１０の内外の
圧力差は、第一開口部８１及び貫通孔７０（本実施の形態では複数の貫通孔７０）を介し
た気体の出入りによって低減される。また、例えばいずれかの蓄電素子１００の安全弁１
０５からガスが噴出した場合など、外装体１０の内圧が急激に上昇した場合は、第二部材
９２が第二開口部８２を開放するようにはがれることで、上昇した外装体１０の内圧は低
減される。その結果、例えば、外装体１０の内圧が過度に上昇することによる、外装体１
０の破壊等が防止される。
【００９２】
　また、本実施の形態において、第二部材９２は、図６に示されるように、第二開口部８
２の周縁と接合された開放弁部９２ａと、開放弁部９２ａと接続され、当該周縁の外側の
部分に固定された固定部９２ｂとを有する。
【００９３】
　つまり、開放弁部９２ａは、外装体１０の内圧を直接的に受ける部分であり、外装体１
０の内圧が所定の内圧を超えた場合に、開放弁部９２ａが第二開口部８２の周縁からはが
れ、その結果、外装体１０の内圧が低減される。また、この場合、開放弁部９２ａに対し
、開放弁部９２ａをはがす方向に働いていた圧力がほぼなくなるため、固定部９２ｂの、
当該周縁の外側の部分に固定された状態は維持される。
【００９４】
　従って、例えば外装体１０の内圧の急激な上昇により、開放弁部９２ａが、第二開口部
８２を開放するようにはがれた場合であっても、第二部材９２は、固定部９２ｂによって
の所定の位置にとどめられる。これにより、第二部材９２が、例えば、外装体１０の内部
から外部への気体の放出の妨げとなる可能性が低減される。
【００９５】
　なお、第二部材９２の、第二開口部８２への取付強度は、第一部材９１の第一開口部８
１への取付強度よりも低い、としてもよい。この場合、第二部材９２は、取付強度が低い
ため第二開口部８２から外れやすい。そのため、外装体１０の内圧が急激に上昇した場合
において、当該内圧を開放する機能を有する第二部材９２の実効性が向上する。
【００９６】
　なお、第一部材９１及び第二部材９２それぞれの取付強度は、例えば、外装体１０と接
合する接着剤の量、種類、平面視（Ｚ軸方向プラス側から見た場合、以下同じ）における
塗布面積または塗布位置等を変更することで調整することができる。例えば、第一部材９
１の、第一開口部８１の周縁への接合（第一接合）と、第二部材９２の、第二開口部８２
の周縁への接合（第二接合）とを同一種類の接着剤を用いて行う場合を想定する。この場
合、第二接合に用いる接着剤の量を、第一接合に用いる接着剤の量よりも少なくする。こ
れにより、第二部材９２の第二開口部８２への取付強度は、第一部材９１の第一開口部８
１への取付強度よりも低くなる。
【００９７】
　また、例えば、溶着により第一部材９１及び第二部材９２それぞれを外装体１０と接合
する場合、平面視における溶着面積または溶着位置等を変更することで、第一部材９１及
び第二部材９２それぞれの取付強度を調整することも可能である。
【００９８】
　また、取付強度の比較の手法としては、例えば、第一部材９１及び第二部材９２に対す
る引っ張り試験が例示される。つまり、第一部材９１及び第二部材９２に接着または吸着
等の手法によって接続された部材を、第一部材９１及び第二部材９２が接合された側（本
実施の形態ではＺ軸方向プラス側）に引っ張る。その結果、第一部材９１及び第二部材９
２のうちの、最初に外装体１０から取り外れた方が、取付強度が低いと判断できる。また
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、第一部材９１及び第二部材９２それぞれの取り外れに必要な張り力を測定して比較する
ことで、第一部材９１及び第二部材９２間の取付強度の比較を行うこともできる。
【００９９】
　ここで、蓄電装置１が、例えば自動車等の、屋外で使用される機械または装置に搭載さ
れた場合、雨水等の水が、通気室６０に設けられた貫通孔７０に到達する可能性がある。
つまり、通気室６０に雨水等の水が流入する可能性がある。特に、蓄電装置１が搭載され
た機械または装置が、激しい風雨にさらされた場合などでは、通気室６０の内部に向けて
、激しい勢いで水が流入する可能性も考えられる。
【０１００】
　しかしながら、本実施の形態に係る通気室６０では、貫通孔７０の奥側（通気室６０の
内側）に第一壁６５が配置されていることで、貫通孔７０から速い速度で水が流入した場
合であっても、その勢いが第一壁６５によって弱められる。その結果、通気室６０を介し
た外装体１０の内部（蓄電素子１００等が収容された空間）への水の流入が抑制される。
【０１０１】
　また、仮に、通気室６０に流入した水が、第一開口部８１及び第二開口部８２の位置ま
で到達した場合であっても、第一部材９１及び第二部材９２はともに水を通さない機能を
有しているため、第一開口部８１及び第二開口部８２から外装体１０の内部への水の流入
は防止される。
【０１０２】
　ここで、例えば第一部材９１の上に、外部から通気室６０に流入した水が貯留した場合
、第一部材９１の、通気防水膜としての機能が損なわれるおそれがある。また、例えば第
二部材９２が水に浸る事態が生じた場合、第二部材９２の動作（外装体１０の内圧上昇時
の開放）に不備が生じるおそれもある。
【０１０３】
　しかしながら、本実施の形態では、第一壁６５と側壁６８ｂとの間に、前壁６３から奥
壁６４に渡って形成された隙間６７が存在し、この隙間６７によって、第一方向（Ｘ軸方
向）に沿った流体の通路が形成される。これにより、仮に通気室６０に水が流入した場合
であっても、通気室６０からの排水が促される。その結果、通気室６０内に水が貯留する
ことに起因する不具合の発生の可能性が低減される。
【０１０４】
　また、通気室６０は、基本的には複数の壁で構成された単純な構造により、流入する水
に対する抵抗を高め、かつ、流入した水の排出を促すことができる。つまり、通気室６０
は、外装体１０の内部から外部への排気を可能とするが故に、外部から通気室６０の内部
への水の流入を許容する一方で、比較的な単純な構造により、流入した水の通気室６０か
らの排出を促している。
【０１０５】
　また、本実施の形態において、貫通孔７０の軸線（孔または開口の中央を通り、かつ、
貫通方向に平行な仮想的な直線、以下同じ）と、第一開口部８１及び第二開口部８２の軸
線とに着目すると、以下のことが言える。
【０１０６】
　外装体１０には、第一開口部８１及び第二開口部８２と、外部に連通する貫通孔７０と
が配置された通気室６０が設けられている。第一開口部８１及び第二開口部８２は、貫通
孔７０を介して外部と連通する位置に配置されている。このような構造において、第一開
口部８１の軸線の方向を第一軸方向とし、第二開口部８２の軸線の方向を第二軸方向とし
、貫通孔７０の軸線の方向を第三軸方向とする。この場合、第一軸方向及び第二軸方向は
、第三軸方向と交差する。
【０１０７】
　具体的には、本実施の形態では、第一軸方向及び第二軸方向はともにＺ軸方向であり、
第三軸方向はＸ軸方向である。つまり、第一軸方向及び第二軸方向は、第三軸方向と交差
する関係にある。
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【０１０８】
　従って、貫通孔７０から、仮に速い速度で水が流入した場合であっても、貫通孔７０の
軸線の方向と、通気室６０に配置された開口部（本実施の形態では、第一開口部８１及び
第二開口部８２）の軸線の方向とが交差するため、構造上、当該開口部（本実施の形態で
は、第一開口部８１及び第二開口部８２）に、当該開口部の軸方向から水が向かってくる
可能性が低減される。つまり、当該開口部に対して、当該開口部を通過しやすい方向から
水が向かってくる可能性が低減される。
【０１０９】
　なお、第一軸方向及び第二軸方向の少なくとも一方が、第三軸方向と交差する関係にあ
ればよい。これにより、当該少なくとも一方に対応する第一開口部８１及び第二開口部８
２の少なくとも一方については、通気室６０に流入した水が軸方向から向かってくる可能
性が低減される。
【０１１０】
　また、通気室６０に、第一開口部８１及び第二開口部８２の両方が配置されている必要
はなく、第一開口部８１及び第二開口部８２の一方が、外装体１０の通気室６０とは異な
る部分に配置されていてもよい。この場合であっても、通気室６０に配置された開口部の
軸線の方向（第一軸方向または第二軸方向）が、貫通孔７０の軸線の方向（第三軸方向）
と交差していることで、当該開口部に、当該開口部の軸方向から水が向かってくる可能性
が低減される。なお、第一開口部８１及び第二開口部８２の一方が通気室６０以外に配置
された構造の一例については、変形例４として後述する。
【０１１１】
　また、本実施の形態では、通気室６０はさらに、第一壁６５と奥壁６４との間に配置さ
れ、側壁６８ｂとの間に隙間６７を形成する第二壁６６を有する。
【０１１２】
　このように、通気室６０内にさらに第二壁６６が設けられていることで、貫通孔７０か
ら流入した水の勢いがさらに弱められる。また、側壁６８ｂと第二壁６６との間にも、流
体の通路となる隙間６７が存在するため、排水性の良さも損なわれない。
【０１１３】
　より詳細には、通気室６０には、複数の第二壁６６が第一方向（Ｘ軸方向）に並んで配
置されている。本実施の形態では、２つの第二壁６６が、第一壁６５と奥壁６４との間に
おいてＸ軸方向に並んで配置されている。さらに、第一壁６５および複数の第二壁６６の
それぞれは、第一方向（Ｘ軸方向）と交差する方向にシフトして配置されている。具体的
には、３つの壁（第一壁６５と２つの第二壁６６）は、Ｙ軸方向のプラス側及びマイナス
側に交互にシフトして配置されている。つまり、平面視において、第一壁６５及び２つの
第二壁６６はジグザグに配置されており、かつ、流体の直進路（隙間６７）が確保されて
いる。
【０１１４】
　すなわち、本実施の形態では、外部から通気室６０に流入する水に対する抵抗となる壁
が３つ配置され、Ｘ軸方向に並ぶ３つの壁のそれぞれは、例えば、側壁６８ｂとの間の距
離が互い違いになるように並べられる。つまり、貫通孔７０側から奥壁６４の方向を見た
場合、例えば、前後方向（Ｘ軸方向）で隣り合う２つの壁のうちの一方の壁の右の端部は
、他方の壁の右の端部よりも、右側にせり出している。また、例えば側壁と各壁との位置
関係で説明すると、Ｘ軸方向で隣り合う複数の壁それぞれの、側壁までのＹ軸方向の距離
には大小がある。本実施の形態では、第一壁６５及び２つの第二壁６６は、側壁６８ｃと
の距離が、大、小、大の順となるように配置されている。
【０１１５】
　従って、貫通孔７０から流入した水の挙動は、例えば以下のように説明される。貫通孔
７０から流入して第一壁６５に衝突した水のうち大半の水は、第一壁６５の左右の隙間う
ちの幅が大きい方の隙間（本実施の形態では、貫通孔７０から見て左側の隙間）に流れる
が、衝突の時点で水の勢いは相当小さくなる。なお、幅が小さい方の隙間（本実施の形態
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では、貫通孔７０から見て右側の隙間）に流れた水の勢いはさらに小さくなっている。
【０１１６】
　第一壁６５の左側の隙間へ流れた水は、その進行経路上に第二壁６６が存在することで
、第二壁６６に衝突しその勢いがさらに弱められる。また、第二壁６６に衝突した水の大
半が、第二壁６６の左右の隙間うちの幅が大きい方の隙間（本実施の形態では、貫通孔７
０から見て右側の隙間）側に導かれる。このように、貫通孔７０から流入した水は、大ま
かにいうと、壁への衝突、壁の左右の隙間のうちの大きい方の隙間への進行、進行経路上
に位置する壁への衝突、という動作を伴いながら左右に蛇行する。
【０１１７】
　すなわち、通気室６０は、ジグザグ状の水の流路を形成する迷路構造を有しており、そ
の結果、通気室６０に流入した水の勢いの効率よく低下させる効果（ラビリンス効果）が
奏される。
【０１１８】
　なお、通気室６０内の複数の壁が、第一方向（Ｘ軸方向）と交差する方向にシフトして
配置されていることは必須ではない。つまり、例えばこれら複数の壁のＹ軸方向の中心軸
が一致していてもよい。この場合において、例えば、第一壁６５の奥に位置する第二壁６
６が、貫通孔７０の側から見た場合に、第一壁６５によって全体に隠れる位置および大き
さに形成されていてもよい。この場合であっても、第一壁６５に衝突した後に、第一壁６
５の左または右から裏側（第二壁６６の側）に回り込んだ水の少なくとも一部は、第二壁
６６によって、奥壁６４の方向への移動が妨げられる。これにより、第二壁６６が配置さ
れていない場合と比較すると、通気室６０に流入した水の勢いを、より低下させることが
できる。
【０１１９】
　また、通気室６０を介した外装体１０の内部への水の浸入の抑制という観点からは、第
一壁６５の奥に位置する第二壁６６が、貫通孔７０の側から見た場合に、第一壁６５の左
右両方からはみ出す位置及び大きさに形成されていることが好ましい。この場合、第一壁
６５に衝突した後に、第一壁６５の左右それぞれの隙間に導かれた水は、その進行経路上
に第二壁６６が存在するため、奥壁６４の方向への移動が妨げられる。これにより、第一
壁６５の左右両側を通過して進行する水の勢いを効率よく低下させることができる。
【０１２０】
　また、本実施の形態に係る通気室６０では、例えば、図６に示されるように、３つの壁
と、左右両方の側壁（側壁６８ｂ及び側壁６８ｃ）との間に、隙間が形成されているため
、通気室６０に流入した水の排水性が向上する。
【０１２１】
　また、本実施の形態において、通気室６０は、図５及び図６に示すように、第一開口部
８１及び第二開口部８２が配置された第一通気室６１と、貫通孔７０が配置された第二通
気室６２とを有する。具体的には、通気室６０は、側壁６８ｂによって第一通気室６１及
び第二通気室６２に区画されており、側壁６８ｂは、第二通気室６２から第一通気室６１
へ向かう水の流れを阻害する部材として機能する。従って、第一開口部８１及び第二開口
部８２への、貫通孔７０から流入した水の到達可能性が低減される。つまり、第一開口部
８１または第二開口部８２を介した水の浸入の可能性が低減される。
【０１２２】
　また、図５及び図６に示されるように、側壁６８ｂと前壁６３との間には隙間が存在す
る。そのため、例えば、貫通孔７０から速い速度で流入した水が、側壁６８ｂと第一壁６
５との間の隙間６７を介して第一通気室６１に到達した場合であっても、側壁６８ｂと前
壁６３との間の隙間が、排水のための短絡路として機能する。つまり、第一通気室６１か
らの排水が効率よく行われる。
【０１２３】
　なお、第一開口部８１及び第二開口部８２は、両方が第一通気室６１に配置されている
必要はなく、例えば、第一開口部８１及び第二開口部８２のいずれか一方が、第二通気室
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６２、または、外装体１０の、通気室６０以外の位置に配置されていてもよい。いずれの
場合であっても、第一通気室６１に配置された第一開口部８１及び第二開口部８２の少な
くとも一方への、貫通孔７０から流入した水の到達可能性が低減される。
【０１２４】
　また、本実施の形態では、例えば図５及び図６に示されるように、外装体１０はさらに
、前壁６３の外側に配置され、貫通孔７０と連通する通気管１５を有する。
【０１２５】
　この構成によれば、外装体１０からの排気の方向が通気管１５の軸方向に規制されるた
め、例えば、蓄電装置１が搭載される機械または装置等についての、排気の処理を考慮し
た設計が容易となる。
【０１２６】
　また、外装体１０の外部から貫通孔７０に向かう水の流れが通気管１５の軸方向に規制
されるため、貫通孔７０から流入する水が、第一壁６５と側壁６８ｂとの間に形成された
隙間６７に向かう可能性を低減させることができる。つまり、第一壁６５の、外部から流
入する水の流れを阻害する部材としての実効性が高められる。
【０１２７】
　また、例えば図５に示すように、通気室６０が有する前壁６３には、複数の貫通孔７０
を形成するメッシュ部７５が設けられている。すなわち、メッシュ部７５が有する比較的
に開口面積の小さな複数の孔のそれぞれが、通気のための貫通孔７０として機能する。そ
のため、貫通孔７０を介した、比較的大きな異物の進入が抑制される。
【０１２８】
　なお、メッシュ部７５は、例えば、前壁６３を成形する工程において、前壁６３と一体
に成形されてもよく、また、前壁６３が有する比較的大きな１つの貫通孔に、前壁６３と
は別体のメッシュ部７５が配置されることで、前壁６３に複数の貫通孔が形成されてもよ
い。
【０１２９】
　ここで、本実施の形態において、通気室６０は、外装体１０の内部に連通する２つの開
口部（第一開口部８１及び第二開口部８２）を備えているが、いずれの開口部も、平面視
において、隙間６７と重ならない位置に配置されている。
【０１３０】
　そのため、通気室６０の内部に流入した水が、第一開口部８１及び第二開口部８２を介
して、外装体１０の内部における蓄電素子１００等が配置された空間に流入する可能性が
低減される。
【０１３１】
　また、本実施の形態では、通気室６０は、第一開口部８１及び第二開口部８２の両方を
有し、通気室６０において、第一部材９１は、第二部材９２よりも、貫通孔７０から遠い
位置に配置されている。より詳細には、流体の経路長において、複数の貫通孔７０のうち
、第一部材９１及び第二部材９２のいずれか一方に最も近い位置にある貫通孔７０から、
第一部材９１までの距離が、その貫通孔７０から第二部材９２までの距離よりも長い。
【０１３２】
　そのため、例えば、貫通孔７０を介して外部から通気室６０に流入した水が、第一部材
９１に到達し難くなる。その結果、第一開口部８１から、外装体１０の内部への水の流入
の可能性が低減される。具体的には、例えば、第一部材９１が水につかることによる、第
一部材９１を介した水漏れ等の発生の可能性が低減される。
【０１３３】
　また、本実施の形態に係る通気室６０の底面６９は、少なくとも一部に高低差を有して
おり、これにより、通気室６０に流入した水を効率よく排出することができる。このこと
を、図７及び図８を用いて説明する。
【０１３４】
　図７は、実施の形態に係る通気室６０の内部構造を示す第１の断面斜視図であり、図８
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は、実施の形態に係る通気室６０の内部構造を示す第２の断面斜視図である。具体的には
、図７は、通気室６０を、ＹＺ平面に平行な面で切断して示す図であり、図８は、通気室
６０を、ＸＺ平面に平行な面で切断して示す図である。また、図７及び図８では、ともに
、外装体１０の容器１２の図示は省略されている。
【０１３５】
　本実施の形態では、図７及び図８に示すように、通気室６０の底面６９の少なくとも一
部は、貫通孔７０側が低くなるように高低差を有している。これにより、例えば、通気室
６０に流入した水の、貫通孔７０からの排出（通気室６０からの排水）がより効率よく行
われる。
【０１３６】
　具体的には、図７に示すように、第一開口部８１及び第二開口部８２が形成されている
第一通気室６１の底面６９は、貫通孔７０が形成されている第二通気室６２に向けて低く
なるように傾斜している。そのため、第一通気室６１に流入した水は、第二通気室６２に
戻されやすく、その結果、第二通気室６２に形成されている貫通孔７０を介した排水が促
される。
【０１３７】
　また、図８に示すように、貫通孔７０が形成されている第二通気室６２の一部は、貫通
孔７０が形成されている前壁６３に向けて低くなるように傾斜している。そのため、貫通
孔７０から第二通気室６２に流入した水、及び、第一通気室６１から戻ってきた水は、前
壁６３に到達しやすく、その結果、前壁６３に形成されている貫通孔７０を介した排水が
促される。
【０１３８】
　なお、本実施の形態において、複数の貫通孔７０を形成するメッシュ部７５は、図８に
示すように、底面６９の高さの位置にも貫通孔７０を有しており、これにより、例えば、
通気室６０に流入した水のほとんどを排出することが可能である。
【０１３９】
　また、第一部材９１及び第二部材９２の高さ位置に着目すると、以下の特徴を有してい
る。すなわち、通気室６０は、第一開口部８１及び第二開口部８２の両方を有し、かつ、
外装体１０の底面よりも上方に位置しており、通気室６０において、第一部材９１は、第
二部材９２よりも上方に位置している。具体的には、図７に示されるように、第一開口部
８１は、第二開口部８２よりも高い位置（Ｚ軸方向のプラス側）にあり、そのため、第一
開口部８１を塞ぐ第一部材９１は、第二開口部８２を塞ぐ第二部材９２よりも高い位置に
配置される。
【０１４０】
　従って、蓄電装置１の一般的な使用時の姿勢において、第二部材９２よりも通気性が高
い第一部材９１は、比較的に高い位置に存在する。そのため、例えば通気室６０に外部の
水が流入した場合であっても、第一部材９１が水につかることによる、第一部材９１を介
した水漏れ等の発生の可能性が低減される。
【０１４１】
　また、蓄電装置１は、外装体１０の内部及び外部の一方から他方への通気のための構造
（通気構造）として、図４～図８に示す通気室６０とは異なる通気構造を有してもよい。
そこで、以下に、実施の形態に係る外装体１０の通気構造に関する変形例を、上記実施の
形態との差分を中心に説明する。
【０１４２】
　（変形例１）
　図９は、実施の形態の変形例１に係る蓄電装置１ａの通気構造の概要を示す断面図であ
る。なお、図９では、蓄電装置１ａが備える外装体１０ａを、第一開口部８１及び第二開
口部８２等を含む通気構造の位置において、ＸＹ平面に平行な面で切断した状態を示して
いる。また、外装体１０ａの形状は、その特徴が現れるように簡素化して図示しており、
保持部材３０及びバスバー４１等の図示は省略されている。図９についてのこれらの補足
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事項は、後述する図１０～図１３についても適用される。
【０１４３】
　図９に示す蓄電装置１ａは、それぞれが外部と連通する第一開口部８１及び第二開口部
８２を有する外装体１０ａを備えている。蓄電装置１ａはさらに、第一開口部を覆い、防
水性及び通気性を有する第一部材９１と、第二開口部８２を覆い、外装体１０ａの内部の
圧力が所定の圧力を超えた場合に、当該内部の圧力を開放する第二部材９２とを備えてい
る。つまり、本変形例に係る蓄電装置１ａは、上記構造については、実施の形態に係る蓄
電装置１と共通している。
【０１４４】
　しかし、本変形例に係る蓄電装置１ａは、通気室（通気空間）と呼べるような、他の部
分と明確に区別できる構成要素を有していない。
【０１４５】
　この場合であっても、外装体１０ａが有する第一開口部８１に、通気防水膜である第一
部材９１を配置し、かつ、外装体１０ａが有する第二開口部８２に、気体および液体を通
過させない第二部材９２を配置することで、それぞれの開口部に互いに異なる機能を持た
せることができる。具体的には、第一開口部８１により、通常時における外装体１０ａか
らのガス抜き及び外装体１０ａの内外の圧力平衡がなされ、第二開口部８２により、非常
時（緊急時）における外装体１０ａからのガス抜きがなされる。
【０１４６】
　また、１つの開口部に、互いに異なる機能を持つ２つの部材を並べて配置する場合と比
較すると、上記の通常時及び非常時（緊急時）における内圧制御機能が、比較的に簡易な
構造または製造工程で、蓄電装置１ａに備えられる。
【０１４７】
　（変形例２）
　図１０は、実施の形態の変形例２に係る蓄電装置１ｂの通気構造の概要を示す断面図で
ある。図１０に示す蓄電装置１ｂにおいて、外装体１０ｂには、第一開口部８１及び第二
開口部８２と、外部に連通する貫通孔７０とが配置された通気室６０ａが設けられている
。第一開口部８１及び第二開口部８２は、貫通孔７０を介して外部と連通する位置に配置
されている。この構造において、第一開口部８１の軸線（第一軸線８１ａ）の方向を第一
軸方向とし、第二開口部８２の軸線（第二軸線８２ａ）の方向を第二軸方向とし、貫通孔
７０の軸線（第三軸線７０ａ）の方向を第三軸方向とする。本変形例では、第一軸方向及
び第二軸方向はともにＺ軸方向であり、第三軸方向はＸ軸方向である。この場合、第一軸
方向及び第二軸方向は、第三軸方向と交差する。つまり、本変形例に係る蓄電装置１ｂは
、上記構造については、実施の形態に係る蓄電装置１と共通している。
【０１４８】
　しかし、本変形例に係る蓄電装置１ｂは、通気室６０ａに、第一壁６５及び第二壁６６
のような壁は、配置されていない。この場合であっても、貫通孔７０の軸線の方向と、通
気室６０ａに配置された開口部（本変形例では、第一開口部８１及び第二開口部８２）の
軸線の方向とが交差するため、貫通孔７０から、仮に速い速度で水が流入したとしても、
構造上、当該開口部に、当該開口部の軸方向から水が向かってくる可能性が低減される。
【０１４９】
　なお、本変形例では、第一軸方向及び第二軸方向のそれぞれは、第三軸方向とのなす角
が９０°となる関係にあるが、このことは必須ではない。例えば、第一軸方向と第三軸方
向とが平行ではなく、かつ、第一軸方向と第三軸方向とのなす角が９０°ではない場合を
想定する。この場合であっても、第一軸方向と第三軸方向が交差するため、貫通孔７０か
ら、仮に速い速度で水が流入したとしても、第一開口部８１に、第一軸方向から水が向か
ってくる可能性が低減される。
【０１５０】
　（変形例３）
　図１１は、実施の形態の変形例３に係る蓄電装置１ｃの通気構造の概要を示す断面図で
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ある。図１１に示す蓄電装置１ｃにおいて、外装体１０ｃには、第一開口部８１及び第二
開口部８２と、外部に連通する貫通孔７０とが配置された通気室６０ｂが設けられている
。また、第一開口部８１及び第二開口部８２は、貫通孔７０を介して外部と連通する位置
に配置されている。つまり、本変形例に係る蓄電装置１ｃは、上記構造については、上記
実施の形態に係る蓄電装置１と共通している。
【０１５１】
　しかし、本変形例に係る蓄電装置１ｃでは、第一開口部８１及び第二開口部８２の軸線
である第一軸線８１ａ及び第二軸線８２ａは、貫通孔７０の軸線である第三軸線７０ａと
平行である。つまり、図１１に示すように、第一軸線８１ａ及び第二軸線８２ａのそれぞ
れは、第三軸線７０ａと同じくＸ軸方向に平行であり、かつ、第一軸線８１ａ及び第二軸
線８２ａのそれぞれと、第三軸線７０ａとは３次元空間において重ならない。この点にお
いて、上記実施の形態に係る蓄電装置１とは異なる。
【０１５２】
　この構成によれば、貫通孔７０から速い速度で水が流入した場合であっても、第三軸線
７０ａと軸線と第一軸線８１ａ及び第二軸線８２ａとが重なっていないため、構造上、第
一開口部８１及び第二開口部８２に、当該開口部の軸方向から水が向かってくる可能性が
低減される。
【０１５３】
　なお、第一軸線８１ａ及び第二軸線８２ａの少なくとも一方が、第三軸線７０ａと平行
な関係にあればよい。これにより、当該少なくとも一方に対応する、第一開口部８１及び
第二開口部８２の少なくとも一方については、貫通孔７０から流入した水が軸方向から向
かってくる可能性が低減される。
【０１５４】
　また、第一開口部８１及び第二開口部８２の一方が、外装体１０ｃの通気室６０ｂとは
異なる位置に配置されていてもよい。この場合であっても、通気室６０ｂに配置された開
口部の軸線（第一軸線８１ａまたは第二軸線８２ａ）が、貫通孔７０の第三軸線７０ａと
平行であることで、当該開口部に軸方向から水が向かってくる可能性が低減される。
【０１５５】
　なお、図１１において、第一開口部８１及び第二開口部８２が配置された奥壁６４が、
Ｘ軸方向プラス側またはマイナス側に凸の形状であってもよい。この場合、第一軸線８１
ａ及び第二軸線８２ａが、例えばＸＹ平面内で傾くことで、第一軸線８１ａの方向（第一
軸方向）及び第二軸線８２ａの方向（第二軸方向）は、第三軸線７０ａの方向（第三軸方
向）と交差する。そのため、上記変形例２で説明したように、貫通孔７０から、仮に速い
速度で水が流入したとしても、構造上、第一開口部８１及び第二開口部８２のそれぞれに
、当該開口部の軸方向から水が向かってくる可能性が低減される。
【０１５６】
　（変形例４）
　図１２は、実施の形態の変形例４に係る蓄電装置１ｄの通気構造の概要を示す断面図で
ある。図１２に示す蓄電装置１ｄにおいて、外装体１０ｄには、第一開口部８１及び第二
開口部８２と、外部に連通する貫通孔７０とが設けられている。また、第一開口部８１及
び貫通孔７０は、外装体１０ｄが有する通気室６０ｃに配置されている。つまり、本変形
例に係る蓄電装置１ｄは、上記構造については、上記実施の形態に係る蓄電装置１と共通
している。
【０１５７】
　しかし、本変形例に係る蓄電装置１ｄでは、第二開口部８２は、通気室６０ｃに配置さ
れておらず、外装体１０ｄの１つの側壁部に配置されている。この場合であっても、貫通
孔７０の第三軸線７０ａの方向（第三軸方向）と、通気室６０ｃに配置された第一開口部
８１の第一軸線８１ａの方向（第一軸方向）とが交差するため、貫通孔７０から、仮に速
い速度で水が流入したとしても、構造上、第一開口部８１に、第一軸方向から水が向かっ
てくる可能性が低減される。
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【０１５８】
　なお、上記変形例３のように、第一軸線８１ａが、第三軸線７０ａと平行となるように
、通気室６０ｃに第一開口部８１を配置してもよい。この場合であっても、第一開口部８
１に、第一軸方向から水が向かってくる可能性は低減される。
【０１５９】
　また、第二開口部８２を通気室６０ｃに配置し、第一開口部８１を外装体１０ｄの通気
室６０ｃ以外の部分に配置してもよい。この場合、第二開口部８２を、第二軸線８２ａの
方向（第二軸方向）と、第三軸方向とが交差するように配置することで、貫通孔７０から
流入した水が、第二開口部８２に第二軸方向から向かってくる可能性は低減される。また
、上記変形例３のように、第二軸線８２ａが、第三軸線７０ａと平行となるように、通気
室６０ｃに第二開口部８２を配置することで、第二開口部８２に第二軸方向から水が向か
ってくる可能性は低減される。
【０１６０】
　ここで、例えば、第一部材９１が通気性を有する通気防水膜であり、第二部材９２が通
気性を有しない（または、第一部材９１よりも通気性が低い）部材であることを考慮する
と、第一開口部８１（及び第一部材９１）を、通気室６０ｃに配置する方が、外部の水の
外装体１０ｄへの浸入可能性の低減という観点から有利であると言える。
【０１６１】
　その一方で、例えば、第二開口部８２から高熱のガスが排出されることを考慮すると、
高熱のガスの勢い及び熱を低下させるという観点からは、第二開口部８２（及び第二部材
９２）を、通気室６０ｃに配置する方が有利であると言える。
【０１６２】
　また、本変形例では、貫通孔７０と第二開口部８２とを、外装体１０ｄの同じ側壁部に
配置しているが、貫通孔７０と第二開口部８２とは、互いに異なる側壁部に配置してもよ
い。例えば、第二開口部８２から噴出する高熱のガスを処理するための部品または構造物
が配置される位置に応じて、外装体１０ｄにおける第二開口部８２の配置位置を決定して
もよい。
【０１６３】
　（変形例５）
　図１３は、実施の形態の変形例５に係る蓄電装置１ｅの通気構造の概要を示す断面図で
ある。
【０１６４】
　図１３に示す蓄電装置１ｅにおいて、外装体１０ｅには、第一開口部８１及び第二開口
部８２と、外部に連通する貫通孔７０とが配置された通気室６０ｄが設けられている。第
一開口部８１及び第二開口部８２は、貫通孔７０を介して外部と連通する位置に配置され
ている。つまり、本変形例に係る蓄電装置１ｅは、上記構造については、実施の形態に係
る蓄電装置１と共通している。
【０１６５】
　しかし、本変形例に係る蓄電装置１ｅでは、貫通孔７０と奥壁６４との間には、第一壁
６５のみが設けられている。つまり、第一壁６５と奥壁６４との間には、第二壁６６のよ
うな壁は配置されていない。また、本変形例では、外装体１０ｅには、複数の貫通孔７０
を形成するメッシュ部７５は備えられておらず、貫通孔７０が１つのみ形成されている。
この場合であっても、貫通孔７０より奥側（外装体１０ｅの内部側）に第一壁６５が配置
されているため、貫通孔７０から流入した水は、第一壁６５に衝突することで勢いが弱め
られる。その結果、貫通孔７０から流入した水が、通気室６０ｄに配置された開口部（本
変形例では、第一開口部８１及び第二開口部８２）に到達する可能性は低減される。
【０１６６】
　また、本変形例において、外装体１０ｅは、前壁６８に交差する第一方向（Ｘ軸方向）
に沿って延設された側壁６８ｂを有する。側壁６８ｂと第一壁６５との間には、第一方向
（Ｘ軸方向）に沿って前壁６３から奥壁６４に渡って隙間６７（図１３では太線の点線で
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表されている）が形成されており、この隙間６７によって、第一方向（Ｘ軸方向）に沿っ
た流体の通路が形成される。これにより、仮に通気室６０ｄに水が流入した場合であって
も、通気室６０ｄからの排水が促される。その結果、通気室６０ｄ内に水が貯留すること
に起因する不具合の発生の可能性が低減される。
【０１６７】
　（他の実施の形態）
　以上、本発明の実施の形態及びその変形例に係る蓄電装置について説明したが、本発明
は、上記実施の形態及びその変形例に限定されるものではない。つまり、今回開示された
実施の形態及びその変形例は全ての点で例示であって制限的なものではないと考えられる
べきである。本発明の範囲は上記した説明ではなくて特許請求の範囲によって示され、特
許請求の範囲と均等の意味及び範囲内での全ての変更が含まれることが意図される。また
、上記実施の形態及びその変形例が備える各構成要素を任意に組み合わせて構築される形
態も、本発明の範囲内に含まれる。
【０１６８】
　例えば、上記実施の形態に係る通気室６０において、第一方向（Ｘ軸方向）に沿って前
壁６３から奥壁６４に渡って形成されている隙間６７は、第一壁６５と、ＸＺ平面に平行
な姿勢で底面６９に立設された側壁６８ｂとの間に形成されている。しかし、流体の通路
を形成する隙間６７は、第一壁６５と他の側壁との間に形成されてもよい。
【０１６９】
　例えば、通気室６０の底面６９を形成する、下蓋１１ａの一部は、第一壁６５のＺ軸方
向マイナス側に位置する壁（側壁）であると言える。つまり、第一壁６５と、通気室６０
の底面６９を形成する側壁との間に、第一方向に沿って前壁６３から奥壁６４に渡って形
成されている隙間６７が存在してもよい。つまり、第一壁６５の下方（Ｚ軸方向マイナス
側）に、隙間６７が形成されていてもよい。この場合、例えば、第一壁６５の一部のみが
底面６９と接続されている、もしくは、第一壁６５が、側壁６８ｂまたは上蓋１１ｂと接
続されていることで、第一壁６５を通気室６０内の所定の位置に固定することができる。
【０１７０】
　また、本実施の形態では、例えば図６に示すように、複数の壁（１つの第一壁６５及び
２つの第二壁６６）の、第一通気室６１とは反対側の側壁６８ｃとの間にも、第一方向に
沿って前壁６３から奥壁６４に渡って形成されている隙間が存在しているが、この隙間は
必須ではない。例えば、１つの第一壁６５及び２つの第二壁６６のうちの少なくとも１つ
が、側壁６８ｃと接続されていてもよい。つまり、第一壁６５と、第一壁６５の下、左、
右の側壁のうちの、少なくとも１つの側壁との間に、第一方向に沿って前壁６３から奥壁
６４に渡って隙間が形成されていれば、当該隙間によって、通気室６０からの排水が促さ
れるという効果を得ることができる。
【０１７１】
　また、第一壁６５の側壁は平面ではなく曲面を形成していてもよい。例えば、通気室６
０の内部の形状が、例えば、第一方向に平行な管軸を有する管形状であってもよい。この
場合、第一壁６５と、曲面を形成する側壁との間に、第一方向に沿って前壁６３から奥壁
６４に渡って隙間が形成されていることで、通気室６０からの排水が促されるという効果
を得ることができる。
【０１７２】
　また、隙間６７は、全体として、第一方向に沿った直進路を形成していれば、隙間６７
を通過する流体を効率よく排出することができる。そのため、例えば、側壁６８ｂに、流
体の移動の妨げとなる突出部が存在する場合であっても、第一方向から見た場合に、突出
部と第一壁６５とがオーバーラップしない部分があれば、第一壁６５と側壁６８ｂとの間
の少なくとも一部に、前壁６３から奥壁６４に渡って形成された流体の直進路が存在する
。
【０１７３】
　また、第一壁６５は、例えば、１つの貫通孔７０に対向して配置される場合、貫通孔７
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０の中心を遮る位置に配置されていれば、貫通孔７０から流入する水等の異物の勢いを効
率よく低下させることができる。また、上記実施の形態のように、複数の貫通孔７０が形
成されている通気室６０に第一壁６５が配置される場合、複数の貫通孔７０の分布領域の
中心を遮る位置に第一壁６５が配置されていればよい。これにより、複数の貫通孔７０か
ら流入する水等の異物の勢いを効率よく低下させることができる。
【０１７４】
　なお、第一方向から見た場合に、通気室６０が有する１以上の貫通孔７０の全てを覆う
範囲に第一壁６５が存在するように、第一壁６５を配置することで、１以上の貫通孔７０
から流入する水等の異物の勢いを低下させる効果がさらに向上される。
【０１７５】
　また、第二部材９２は、第二開口部８２の周縁から剥がれることで、第二開口部８２を
開放し、これにより、外装体１０の内圧の上昇を抑えるとした。しかし、第二部材９２は
、外装体１０の内圧が急激に上昇した場合に、例えば、破断すること、または、破壊され
ることで、第二開口部８２を開放し、これにより、外装体１０の内圧の上昇を抑えてもよ
い。
【０１７６】
　また、上記実施の形態では、第一部材９１は、第一開口部８１を、蓄電素子１００とは
反対側から覆う状態で配置されており、第二部材９２は、第二開口部８２の、蓄電素子１
００とは反対側から覆う状態で配置されている。これにより、外装体１０の外圧が内圧よ
りも高い状況において、その差圧は、第一部材９１を第一開口部８１の周縁に押し付け、
かつ、第二部材９２を第二開口部８２の周縁に押し付ける方向に働く。そのため、例えば
、外装体１０の外圧が内圧よりも高い場合、その差圧に起因して、第一部材９１及び第二
部材９２が外れるような事態の発生が起こり難いという効果が奏される。
【０１７７】
　しかし、第一部材９１及び第二部材９２の配置位置はこれに限られない。例えば、上述
のように、第二部材９２が、外装体１０の内圧の急激な上昇時に破断または破壊されるよ
う設計されている場合、第二部材９２は、第二開口部８２を、蓄電素子１００が配置され
ている側から覆う状態で配置されてもよい。
【０１７８】
　また、本発明は、このような蓄電装置として実現することができるだけでなく、当該蓄
電装置が備える外装体として実現することもできる。
【産業上の利用可能性】
【０１７９】
　本発明は、蓄電素子と、当該蓄電素子を収容する外装体と備える蓄電装置等に適用でき
る。
【符号の説明】
【０１８０】
　１、１ａ、１ｂ、１ｃ、１ｄ、１ｅ　蓄電装置
　１０、１０ａ、１０ｂ、１０ｃ、１０ｄ、１０ｅ　外装体
　１１　蓋
　１１ａ　下蓋
　１１ｂ　上蓋
　１２　容器
　１２ａ　開口
　１３　正極外部端子
　１４　負極外部端子
　１５　通気管
　２０　蓄電ユニット
　３０　保持部材
　４１、４２　バスバー
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　６０、６０ａ、６０ｂ、６０ｃ、６０ｄ　通気室
　６１　第一通気室
　６２　第二通気室
　６３　前壁
　６４　奥壁
　６５　第一壁
　６６　第二壁
　６７　隙間
　６８ａ、６８ｂ、６８ｃ　側壁
　６９　底面
　７０　貫通孔
　７０ａ　第三軸線
　７５　メッシュ部
　８１　第一開口部
　８１ａ　第一軸線
　８２　第二開口部
　８２ａ　第二軸線
　９１　第一部材
　９２　第二部材
　９２ａ　開放弁部
　９２ｂ　固定部
　１００　蓄電素子
　１０５　安全弁
　１１０　ケース
　１２０　正極端子
　１３０　負極端子
　２００　バスバー
　３００　スペーサ
　３１０　スペーサ突出部
　４００　挟持部材
　５００　拘束部材
　６００　バスバーフレーム
　６１０　バスバー用開口部
　７００　遮熱プレート



(26) JP 2017-152162 A 2017.8.31

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(27) JP 2017-152162 A 2017.8.31

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】



(28) JP 2017-152162 A 2017.8.31

【図１３】



(29) JP 2017-152162 A 2017.8.31

フロントページの続き

Ｆターム(参考) 5H012 AA07  BB08  CC01  CC03  CC09  CC10  DD01  DD07  DD11  DD14 
　　　　 　　        EE01  EE04  FF01  GG03  JJ02 
　　　　 　　  5H040 AA33  AA37  AS01  AS05  AS06  AS07  AT02  AT06  AY05  AY10 
　　　　 　　        CC20  CC34  JJ03  LL01  LL06  NN03 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

